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2013年11月9日（土）

12:30開場 13:00開演

会場会場会場会場

大分センチュリーホテル「桜」の間

大分市府内町1-4-28 （JR大分駅から徒歩5分）

定員定員定員定員 80名（先着順） ※事前申込不要

共 催｜日本中国友好協会大分支部 後援｜大分合同新聞社 NHK大分放送局

お問合せ｜立命館アジア太平洋大学孔子学院事務局

℡ 0977-78-1188   http://www.apu.ac.jp/confucius/

APU孔子学院 検索
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しげみつ まもる

講演者

清原 芳治氏 プランニング大分（大分合同新聞関連会社）元編集委員

新聞記者、編集者、近現代史研究。

著作＝『村山富市－その軌跡と使命』

『秘録・大分県の戦後政治Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ』

『昭和二十年・慟哭の大分群像』

『参謀総長梅津美治郎と戦争の時代』

『はるかなるモンゴル』

『外務省政務局長阿部守太郎』 他

大分県出身の外交官、政治家。

戦前は外交官として多彩な活動を行った。戦前2回外相を務め、

敗戦直後の東久邇内閣でも外相に就任し敗戦国の全権として降伏文書に署名。

極東国際軍事裁判では、起訴され、禁固7年の判決を受けた。

1960年7月仮釈放され、公職追放解除後は政界に復帰し改進党総裁、

民主党副総裁を務めた。

今回の講演会では、重光葵の多彩な外交官活動の中で、特に中国との外交に

焦点を当て、彼の外交の意図がどのようなところにあったのかを明らかにする。

また、今まであまり知られていない第五高等学校時代についても触れる。

重光 葵（しげみつ まもる）
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講演会「孫文と梅屋庄吉

－Transnationalな生き方を学ぶ－」

講師 小坂文乃氏

場所 立命館アジア太平洋大学

11111111月月月月30303030日日日日（（（（土土土土））））

講演会「中国茶文化の魅力」

講師 森川登美江氏

場所 大分コンパルホール

（講演時間約90分）
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